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Ⅳ　まとめ及び考察

　香 りのイメージでは、グ レープ フルーツの香 りの イ

メージは、さわやかで快適であ り、 リラックスし好まし

い というイメージであ り、青森 ヒバは鎮静、男性的、 自

然なというイメージであ り、双方の特徴 をよ く反映 した

と考えられた。

　脳波では、実験開始後8分 経過 した時点で19電 極のほ

ぼすべてにおいて周波数出現率が低下 し、 α1波 帯域で

は青森 ヒバの香 りを嗅いでから3分 後、 α2帯 域では5

分後 に有意に出現率が増加 した。

　 一般 に、 α波は安静、閉眼状態では後頭部優位 に出現

し、開眼や精神的活動 、緊張状態、興奮、不安などによ

り出現が抑制される性質を持つ。 これ らのことより、実

験開始後8分 経過 した時点では、安静の保持によってス

トレスが負荷 された状態であることを意味 し、その後、

青森ヒバの香 りの提示後から6分 後に α1波 帯域、9分

後 にα2波 帯域の有意な増加があ り、特 にα2波 帯域で

後頭部のみでな く、前頭部にも出現 していることか ら、

青森 ヒバの香 りの提示 によりス トレスが軽減 され、リ

ラックス した状態 となったことを示唆すると考 える。こ

の事は、香 りによるス トレス軽減、 リラクゼーションの

効果は、グレープフルーツの香 りを提示 した場合 と青森

ヒバの香 りを提示 した場合の比較では、青森 ヒバの香 り

方がグレープフルーツの香 りより有意に高いことが示唆

された。
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ポ ス ター4

3年 間にわたる 「雪国の健康」に関する

　　　研究の総括 と残 された課題

　　　　　　　　 岩月　 宏泰D

1)前 「雪国の健康」に関する研究代表者

　Ⅰ.緒 言

　本研究は 「積雪期 における青森県の地域住民の健康 に

寄与する保健 ・医療 ・福祉システム構築に関する研究」

(別称;「 雪国の健康」に関する研究)と して平成12年

度 より平成14年 度の3年 間にわたり、本学の看護学科、

理学療法学科及び社会福祉学科の教員により分担研究を

行 ってきた。初年度 は地域住民の 「健康」に係る概念に

ついて分担研究者 と会合 を重ね各専門の視点から幾つか

の課題が明らかにされた。その中で、画像伝送装置の有

用性 と限界、積雪期の住民の生活状況および災害時にお

ける在宅障害者の危機管理の視点か ら捉 える必要性が考

えられた。そ こで、次年度に本調査を行 うための予備調

査 を3つ の研究 グループで実施 した。平成13年 度には上

記のテーマに積雪期における生活に直接関係する事項で

ある地域住民の運動量と降雪 を運搬する際の呼吸循環動

態による仕事量を分析するための2つ の分担研究を加え

て研究を進めた。さらに、平成14年 度には各研究グルー

プとも前年度のテーマを継続 し、フィール ド、対象者な

どを広げるなど研究 を発展 させることが出来、最終年度

にはそれ らの成果を総括報告書 としてまとめた。総括報

告書で記述 された各分担研究のテーマ、研究者およびそ

の成果について以下に示す。

　Ⅱ.研 究の概要

1)画 像伝送装置を利用 してのリハビリテーション指導

の実用性

　 (○岩月宏泰、藤田智香子)

　本研究では画像伝送装置を介 した在宅高齢者及び障害

者のケアを推進する上での諸問題を検討することを目的

に次の2つ のテーマ(1.本 学を中心 として構築 した画

像伝送装置の使用感 とその有効性、2.在 宅障害者にテ

レビ電話を利用 したリハビリテーシ ョン指導の実用性)

について研究を進めた。1.で は画像伝送装置を病院お

よび通所施設 に導入 し、 リアルタイムの画像 を通 じて利

用者及び職員 と医療 ・保健の専門家との間で双方向の情

報交換ができるシステムを構築 しその有用性 について検
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討 した。その結果、本システムの有用性が確認され、退

院後の患者のフォロー ・生活指導の徹底や再指導などを

行 う場合、慢性疾患で 日常的な服薬管理 ・食事管理が必

要であるが本人の管理能力が不十分で、監視あるいは指

示が必要な場合等、本システムで対応できる部分 も多い

と考えられた。一方、2.で は在宅障害者2名 の自宅にテ

レビ電話 を設置 し、訪問看護ステーションの担当療法士

から障害者宅に週1～2回 定期的に電話 して、日常生活

や リハ ビリテーションの状況確認と助言や指導 を行い、

遠隔からの リハ ビリテーシ ョン指導の実用性 を検討 し

た。テレビ電話の画面で確認可能な範囲や画像の滑 らか

さに限界 もあるが、テ レビ電話の利用により限 られた資

源を効率的に運用 した個別サービスの向上 と在宅障害者

や家族の負担軽減が期待でき、有用な手段 と考えられた。

2)積 雪期間の運動量の確保に関する研究 －青森県にお

ける夏季 と冬季の運動量の差か ら－

　 (○工藤奈織美、山本春江、杉山克己、山下弘二、李

　　 相潤、三浦雅史)

　 豪雪都市である青森市 において、積雪期 間は積雪のな

い期間に比較 して活動量や歩数が低下するか、積雪期間

に行 う 「雪かき」は運動量や歩数にどの程度影響を与 え

るかについて研究を行った。調査対象者 は青森市の保健

事業等 に参加 している、運動やウォーキングに対する意

識の高い青森市健康増進センター周辺の住民29名 であっ

た。調査内容 は、生活習慣記録器(ラ イフコーダ)を 用

いて積雪のない時期 と積雪期 にそれぞれ7日 間装着 して

もらい、運動量 と歩数を測定 した。加えて個人票 に調査

期間の主 な行動 と、運動習慣に関する質問に回答 しても

らった。その結果、「1日15分 以上歩 く」「週1日 以上は

汗をかく運動をする」 ような運動習慣のある者は、季節

や天候に影響 されず、積雪期間であってもよく動 き、歩

いていることが明らかとなった。また 「雪か き」 は、積

雪期において運動量や歩数を増加させる要因となること

が明 らか となった。

3)雪 国の生活 と健康基本調査

　　(○杉山克己、山本春江、工藤奈織美、桜木康広)

　 積雪地や寒地における健康側面は身体的な側面への結

びつきで考えられること、 また、ネガテ ィブなものとし

て捉 えられることが多い。そこで、あえてポジティブな

面 を中心 に、主観的健康度 をキーとして、寒地ではある

が少雪地帯と多雪地帯において、冬期 と夏期の2回 にわ

たる調査 を実行 した。また、自然や季節への態度 を設問

化 して整理することも試みた。全般的には少雪地帯 と多

雪地帯における差はほとんど見 られなかった。主観的健

康度 と冬 と夏への好悪度 は年齢や年収などを調整 しても

有意な関係が見 られた。 しかし、分析モデルのR2乗 値

は低 く、不明な点が多かった。また、積雪 と家族機能や

地域への態度 に関連があると考え、検討を加 えた結果、

一部では有意な関連が見 られた。なお、自然や季節への

態度の設問化 によって、3つ の成分が抽出され、それぞ

れ 「自然や季節の特徴 を活用 しようとする意識」(活 用

意識)、「冬の厳 しさや雪害を克服課題 と捉える意識」(克

服意識)、「自然や季節のあ り方 を受入、そのあ り方 に沿っ

て生きようとする意識」(受 容意識)と した。

4)運 動能力に対する寒冷因子の影響

　 (○山下弘二、李相潤、三浦雅史、山本春江、工藤奈

　　織美)

　本研究の目的は、運動能力に対する寒冷因子の影響 を

明 らかにすることであった。被験者は、健康な男性7名

(平均年齢19.9±0.9歳 、平均 身長171.9±5.4cm、 平均

体重64.3±8.4kg)で あった。方法は、① 同一被験者 に

対 して低環境温下 と中間環境温下で運動負荷試験 を行い

運動耐容能 についての比較、② 同一被検者に対 して室内

歩行 と雪路歩行を行 ない歩行能力 を比較 した。運動負荷

試験の中の△VO2/ΔWは 、中間環境温下より低環境温

下で低値傾向にあった。 さらに血圧は中間環境温下より

低環境温下で高値傾向にあった。peakVO2は 中間環境温

下より低環境温下で有意に低値 となった。一方、歩行能

力の比較 に関して、速度 と重複歩距離は室内歩行 より雪

路歩行の方が有意に遅かった。強度は雪路歩行 と室内歩

行 とで有意な差がなかった。歩数は室内歩行 より雪路歩

行の方が多 く、歩幅は室内歩行 より雪路歩行の方が狭い

傾向にあった。単位距離当た りのエネルギー効率は雪路

歩行 より室内歩行の方が良い傾向があ り、一歩当た りの

エネルギー効率は室内歩行 より雪路歩行の方が良い傾向

にあった。 これ らのことから、最大運動耐容能は、低環

境温下で低下すると考えられた。さらに雪路の歩行能力

は、路面の状態 に強 く影響 を受ける と考 えられた。

5)災 害時の在宅障害者の危機管理 について－特に積雪

期を中心に

　　(○伊藤 日出男、桜木康広、前野竜太郎、吹田夕起子)

　 在宅高齢 ・障害者の積雪期間中の生活状態を調査 し、

災害時の避難方法や平素か ら災害に対する対策を促すよ

うに支援することを目的として実態調査 を行った。結果

は冬期間の健康への影響については、60%は 影響がある

と回答 し、内容は「体の動 きが鈍 くなる」、「体調に変化」、

　「歩行が困難、転倒 しやす くなる」 などであった。緊急

災害時に備 えた携行品の準備 については、「何 らかの準備

をしている」 と回答 した人は22%に 過ぎず、また家族で

災害時の対応を話 しあったことが、「ある」 と回答 した

人も22%に 過 ぎなかった。積雪期間中に在宅高齢 ・障害

者が機能低下をきたさないように、また災害時の危機管

理 について関心 を持ち、災害対策 に関する具体的な支援

方法を検討することが必要である。
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　Ⅲ.残 された課題

　青森県では保健医療福祉資源の効率良いシステムの構

築およびその運用 を考えることが急務 となっているが、

寒冷積雪地といった地域性、地域住民の健康や病気に対

する帰属意識、老人並びに乳幼児 に対する医療体制、県

内各地域間の医療水準格差、医療従事者、福祉関係者な

どのマンパワー不足など大 きな課題が山積 している。平

成12年 度か ら始 まった 「雪国の健康」 に関する研究では

本県の抱かえる課題を多方面から検討する機会を得 られ

新たな技術の試用 と可能性を提示 しただけでなく、寒冷

積雪時の地域住民の健康 と災害に対する意識 を明 らかに

出来た。本研究は平成14年 度 を最終年度 となったが、今

年度、各研究 グループは独 自あるいは他の研究チームに

組み込 まれるなどしてお り、各研究の終了 というよりも

研究 を発展 させるために新局面を迎 えたということがで

きる。各研究 グループの成果 は学術大会などで既 に発表

又は発表予定 にあるが、学術集会では改めて紹介 し、皆

様のご批判 を仰 ぎたい と考 えている。

ポ ス タ ー5

在宅障害者における積雪期の

　生活実態と危機管理意識

前 野 竜 太 郎1)桜 木 　 康 広1） 吹 田 夕 起 子1)

伊 藤 日出 男1)

1)青 森県立保健大学

Key　Words:① 在宅障害者　②危機管理意識 ③災害時

　　　　　 の対応

Ⅰ.目 的

　昨年度終了 した本学健康科学研修セ ンターにおける

「雪国の健康」研究 との関わ りで、在宅障害者の積雪期

間中の生活実態を調査 し、その結果をもとに、在宅障害

者 を始め とする地域住民が、災害時の避難方法や平素か

ら災害に対する対策を講 じることが出来るようにするこ

とを目的 とした。

調査期間は、平成13年2月15日 から3月30日 まで。

2)成 人期の身体障害者 との意見交換会

① 「青森ポリオの会」会員14名

　本研究班員 との標記に関する意見交換会 を行い、調査

表への記入を依頼 した。

②身体障害者小規模施設　　20名

　本学施設見学のあ と交流ホールにおいて懇談会 を行

い、調査表への記入を依頼 した。

Ⅲ.調 査結果

(1)対 象者の基本属性

　有効回答数:46名

① 在宅高齢障害者;20名(男16名 、女4名 、平均 年齢

76.7±7.2歳)の うち8割 強は脳血管障害で平常殆 ど家の

中で過ごしてお り、主な介護者 の年齢 も平均70歳 と高齢

であ った。②青森ポ リオの会 ・ふれあい作業所;26名

(男12、 女14、 平均年齢47.5±11.0歳)の うちポリオ12

名、脳性麻痺2名 、その他6名 で、自営業や主婦 を含め

て何 らかの仕事 を持 って積極 的に生活 している人達で

あった。

(2)冬 期間の生活状況

1)冬 期間の健康への影響

　 ・健康への影響がある65.2%(高 齢障害者11名 、　 成

　　人障害者19名)

2)冬 期間の生活の変化

　 ・外出機会がやや減る ・減 る52.1%(高 齢障害者9名 、

　　成人障害者15名)

3)雪 片づけの実施者

　 ・家族 ・本人87.0%

4)冬 期間の困っていることと対策 として望むこと

　 ・転倒の不安52.2%(う ち成人障害者18名)

(3)緊 急災害時の対応

　 ・携行品の準備をしていない63.0%(29名)

　 ・家族 と災害時の対応について話 し合ったことがない

　　 69.6%(32名)

　 ・地域での防災訓練が行われていない54.3%(25名)

　 ・緊急災害時の通信 ・情報手段等のために整備 してほ

　　 しい ものがある50.0%(23名)

Ⅱ.対象及び方法

　高齢障害者20名を対象とする家庭訪問による聞き取り

調査 と、成人期の身体障害者グループとの意見交換会を

行った。

1)在 宅高齢障害者訪問調査　20名

　　　①青森市　　　　　8名

　　　②下北郡東通村　　4名

　　　③北津軽郡中里町　8名

Ⅳ.考 察とまとめ

1)訪 問調査 の対象地域 として積雪地帯の都市部や農村

部の代表 として青森市、中里町、東通村の3市 町村にお

いて調査 を行 ったが、地域間で多少の回答の違いがみ ら

れた。す なわち、青森市では訪問看護サービスの利用者

が対象であったためか、訪問者 を迎えるための毎日の除

雪が大変 とい う家族の意見が多かった。一方、中里町で

はシルバー人材センターからのボランティアによる除雪
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